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Egoism in Durkheim's Le suicide 
Teruo UTSUNOMIYA 
Abstract 
Some scholars have often passed the criticism on Durkheim's Le suicide that in his work 
the social causes of suicide were not definitely related to individual psychological motives 
。fsuicide. This paper aims to criticize these critics through exploring the deep meanings 
of Le suicide and making its true validity clear. 
When a life.world doesn't last firmly， one totally loses sight of the significance of one's 
life and yields easily under the slightest misfortune. This state is the true meaning of the 
























































































































































254 : 314， 325)，どのような活動と行為も，彼をただ無関心とよそよそしい感














と映ずる (160，218， 256: 227， 288， 327)0 r自分の努力を引きつけうるよう
なものは何一つなく，自分の努力が無に帰してしまうという感覚が心をとらえ
るJ (162: 228)。こうして人は，自己の生に意味と存在理由とをもはや認める












































































































































































































































すべく (256 : 32内，否応なく自己の主観性へと引き戻される。デュルケムの
言葉で言えば，生活を導いてくれていた権威が失われ，それに代わるものを求
めようとすれば r人々に残される唯一の案内人は知性だけJ (110: 1刀， cf






































省による規範体系の再構築JJ (109: 170) と呼ぶ)。ところがここでは，社会
的なものは既に消失しているのであるから，人は「この世に個人以外に何ら現










































































える危険にさらされているJ (246: 317 f.)。彼の反省は，積極的な思惟内存と
対象とを失い，懐疑の深淵に落ち込むおそれがある (246: 318)。デュルケム
によれば，このような状態にあること自体が，既に否定的な解決(ェ自殺)に
















































断を許さないJ (264: 334) 0 生が耐える労苦に値しないとなれば，生を放棄す

































の， 出土裁が終れば. fiiJF 1f~ もなしミ。白痴の百吾るお話Bだ，イ可やらわめ
き立ててはいるものの，何の意味もありはしない。
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トリックにおいても， r 1言仰が相変わらずの強きで課されていたJ (98: 157)か
ら，あるいは r自由検討に反するような……行動様式や思考様式が数多く存在す
るJ (99: 159)から，あるいはさらに r伝統を不易のものとすべく，教権の階級
組織の体制が実に巧妙に組織されているJ (97: 157)から，信仰が揺らがなかった
のでもなく r原典(の解釈)が禁じられているためJ (97: 157)，信仰に批判的反
省が加えられなかったのでもない (cf.358 : 430)0 r自由検討そのものは，ある別の
原因のもたらした結果にすぎないJ (97: 157) ように r極度に発達した伝統主
義J (101 : 161)，つまり義務的強制的な信仰と儀礼も，別の原因の結果である。
「たとえ人々を人為的に束縛してみても，彼らの独立への欲求を忘れさせることは
できないJ (lll: 172)のである (cf.354 : 4μ)0 
21)デュルケムによれば，諸個人間に絶えざる接触がある時には意見や心象」
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『故郷喪失」状態に苦しんでいる O ……このような状態に耐えるのが心理的に国難
であることは，言うまでもなJ..， )Jo
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ある。 C.Kluckhohn，"Values and Value.orientations in the Theory of Action，" in To. 
ward a G側 eralTheoηof Acti仰， ed. by T. Parsons and E. Shils (Cambridge : Harvard 















ついては，就中， 251 f.， 297 : 323， 368を参照せよ O
49) Ph. Aries， Essais sur 1・histoirede la mort en Occident (Paris : Seuil， 1975)， p.130. 
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51) J. Hinton， Dying (Harmondsworth : Penguin Books， 1982)， p.46 f 
52)我々はここで，美学の教祖， E ・T.A・ホフマンによる，大学生アンゼルムス
の人物描写に言及しでもよいであろう(ホフマン『金の壷」中野孝次訳)。大学生
アンゼルムスは，自分を最も不幸な人間だと見倣す。それどころか彼は，自分が
「ありとあらゆる悲惨と苦しみを受けに生まれてきたようなものだ」とすら考え
る。しかし，そう考えるに至った原因は何であろうか。「・度だって主顕節に豆の
はいった菓子にあたったことはないし，丁半あてではいつだってあてそこなうし，
パンを落とせばいつもバターのついたほうが床についてしまう……いったいぼく
が，着たそのとたんにべとべとした獣脂のしみをつけるとか，あるいは意地悪く打
たれている釘でいまいましい鈎裂きを作るとかしないで，新しい服を着たことがあ
るだろうか……」。こうして，ほろ苦くも笑いを禁じえぬ些細で、愚劣な事柄が「悲
惨と苦しみ」として艇々と書き記される O ところがまさに，こうした些末性こそ
が，アンゼルムスの人物描写に至高の輝きと美しさとを与えているのである O アン
ゼルムスは，白分を不幸と見倣す理由に事欠くことはなし、。どのようなことも，自
分の凶星を確信させるに足る。それは，彼の「悲惨と苦しみ」とが，実際には外側
からやってくるのではないからである。
付記:小論を孤高の哲学者，花田圭介先生にささげる。
さすらいが時として倦怠に導こうとも，倦怠は情熱より出づる，
そして情熱のあるところ，恒に可能性もまたある。
(昭和60年5月21日受理)
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